
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月３日（木・祝）、「小松高校オープンスクール」の日に、２年理数科４０名による課題研究校内発表会が

行われました。休日ということもあり保護者をはじめ、たくさんの方に参加していただくことができました。生

徒たちは１１グループに分かれ、４月の開講式からおよそ半年間、それぞれのテーマをもとに課題研究に一生懸

命取り組んできた成果をパワーポイントを使って発表しました。また、審査員として金沢大学からは井村久則先

生・高信敏先生・長尾誠也先生・早川貴之先生の４名を、石川県立大学からは三沢典彦先生をお招きして、審査・

講評をしていただきました。理数科１年生も来年の自分たちの課題研究のために、テーマの選び方やプレゼンテ

ーション技術などに注目しながら、真剣にそれぞれの発表を聞いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤字のグループは１２月１５日（木）に石川県文教会館ホールで行われる「石川県ＳＳＨ生徒研究発表会」で

小松高校の代表として発表します。青字のグループは１２月１９日（月）に韓国・大田科学高校で英語による発

表を行います。また、１１グループそれぞれが、今回の発表内容をまとめてＡ０用紙１枚のポスターを作成し、

１月２０日（金）に行われる本校のＳＳＨ研究発表会で、課題研究ポスター発表会を行います。 
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《 課題研究テーマ 》 

① 紙飛行機の翼を科学する (物理分野) 

② 完全虫食い算の研究 (数学分野) 

③ 小松市および加賀市におけるハマダイコン調査 (生物分野) 

④ 音楽の中の数学 (数学分野) 

⑤ 都市鉱山に挑む (化学分野) 

⑥ 一刀切りデラックス (数学分野) 

⑦ まわす ～モーターから発電機～ (物理分野) 

⑧ 作図 ～作図可能数と作図不能問題～ (数学分野) 

⑨ レインボー植物の作出 (生物分野) 

⑩ 重りと天秤 (数学分野) 

⑪ 身近なもので結晶をつくる (化学分野) 

 



 

 

 

 １１月９日（水）に本校の生物実験室で、３年生理系生物選択者４０名を対象に特別実習「遺伝子組換え実験

～光る大腸菌をつくる～」を実施しました。遺伝子組換えとは、生命の設計図であるＤＮＡ（遺伝子）の一部を

切断し、他の生物に組み込むことを言います。今回は、高校生向けに開発された実験キットを用いて、オワンク

ラゲの発光タンパク質（ＧＦＰ）遺伝子を含むプラスミドを大腸菌に組み込み、自然界には存在しない、紫外線

を当てると光る大腸菌を作り出しました。実験に先立って、実習の内容と方法の説明とともに、遺伝子組換え技

術によって私たち人類が得られる恩恵や危険性についての講義も行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１８日（金）に板津中学校の自然科学部の生徒と顧問の

先生が来校し、生物実験室にて本校の生物部員が共同研究に関す

る実験方法の説明をしました。共同研究の内容はダイコンの初期

生長の観察と耐塩性実験です。 

 １１月１９日（土）に本校生物部１年生４名が中

海小学校を訪問し、５年生２８名を対象に「高校生

によるダイコン観察講座」を行いました。内容はダ

イコンクイズやダイコンの種のさや割り競争を中

心として、ダイコンとカブ、ダイコンとニンジンの

形態の観察をしました。純朴で無邪気、何事にも一

生懸命に取り組む小学生たちとの交流は、生物部の

生徒たちにとって良い経験となりました。 

 １１月１９日（土）に北陸先端科学技術大学院大学で、

情報科学研究科の鈴木正人准教授による高校生科学セミナ

ーが行われました。テーマは「文字を使わないでプログラ

ムしよう！－ビジュアルプログラミングへの招待－」です。

本校からは理数科の１年生１７名、２年生５名が参加し、

文字を使わずに絵の描かれたプログラムの部品（コンポー

ネント）をつなぐだけで、いろいろなゲームが簡単に作成

できることを体験しました。 


